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          午前 10 時より 

  メルパルク東京 

東京都港区芝公園 2-5-20 

                                       

 

 

 

安芸高田市ふるさと応援の会 

第９回 総会 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸高田市ふるさと応援の会 

 

と き  令和元年 6月 15日（土） 

14時 20分より  

ところ  安芸高田市民文化センター 
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安芸高田市ふるさと応援の会役員名簿 

   
  

H31.3.31現在 

  
本部 

役 職 氏 名 備 考 

1 会 長 香川 洋之助  

2 副会長 三宅 七生治  

3 〃 世羅 乃理代  

4 〃 宮迫  雅己  

       

1 相談役 立川  哲男 元ふるさと応援の会 会長 

2 〃 前田   明 
前ふるさと応援の会 会長 

令和元年５月 30 日 永眠 

3 顧 問 湧永  寛仁 
湧永製薬株式会社 

代表取締役社長 

4 〃 小田  良則 
広島北部農業協同組合  

組合長 

5 〃 山本  拓也 サンフレッチェ広島 社長 

6 〃 藤川  幸典 
公益財団法人 安芸高田市地

域振興事業団 理事長 

7 参 与 弓戸  勝幸 吉田高校同窓会 会長 

8 〃 岡本  絋輔 向原高校同窓会 会長 

9 〃 中村  計助 
安芸高田市歴史民俗博物館 

館長 

       

1 理 事 青崎  凌子  

2 〃 仁井   智  

3 〃 福田 美惠子  

4 〃 和田  孝一  

5 〃 堀川 由紀子  

6 〃 中田  幸子  

7 〃 稲田   稔  

8 〃 大前 貴美子  

9 〃 稲垣  文孝  

10 〃 五升目 輝明  

11 監 事 川本  松夫  

12 〃 丸山  義捷  

       

1 事務局長 大野  逸夫  

2 会 計 天根  一磨  

事務局 安芸高田市商工観光課  
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次 第 
 

 第１部 総会 14:20～                         

１．開  会 

２．開会挨拶  安芸高田市ふるさと応援の会 会長  香川 洋之助 

３．来賓祝辞 

  （１）安芸高田市 市長     浜田 一義 様 

（２）安芸高田市議会 議長    先川 和幸 様 

（３）広島県議会 副議長    児玉   浩 様 

４．来賓紹介 

５．議長選出 

６．議  事 

第 1号議案  平成 30年度事業報告について 

第 2号議案  平成 30年度収支決算について 

       監査報告 

第 3号議案  令和元年度事業計画(案)について 

第 4号議案  令和元年度収支予算(案)について 

第 5号議案  規約改正（案）について 

第 6号議案  役員の選任（案）について 

７．議長解任 

８．閉会挨拶  安芸高田市ふるさと応援の会 副会長 宮迫 雅己 

９．閉  会 

 

 アトラクション① ダンス 15：10～                  

 ○フラダンス   広島県立向原高等学校ダンス部 

 

総会記念行事 シンポジウム 15：25～                    

○シンポジウム ～翔べ！ふるさとへの想い～ 

  コーディネーター：安芸高田市ふるさと応援の会相談役   立川 哲男 

  パネリスト：安芸高田市ふるさと応援の会本部副会長    三宅七生治 

安芸高田市ふるさと応援の会広島副会長    平  昭治 

        安芸高田市ふるさと応援の会関東地区会長代行 中村 健郎 

        安芸高田市ふるさと応援の会関西地区会長   児玉  徹 

 

 アトラクション② ミニコンサート 16：30～                  

 ○ミニコンサート 真木 洋介さん（安芸高田市ふるさと応援の会関東地区理事） 

 

10. 終わりの挨拶  安芸高田市ふるさと応援の会 副会長 世羅 乃理代  （17:00） 
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第 1 号議案 平成 30 年度事業報告について 

 

「安芸高田市ふるさと応援の会」は、結成から 8年目を迎え、安芸高田市の更なる飛躍と

本市の魅力を全国に発信するために活動を行いました。 

 平成 31年 3月末現在での総会員数は 2,347名(安芸高田市内 918名、安芸高田市外 1,429

名)となりました。 

組織体制では、関西地区・関東地区・広島と相互に連携し事業を企画・実施できるよう体

制強化に取り組みました。 

情報発信では、応援の会のホームページ、フェイスブックを運営し情報発信に取り組みま

した。 

また、会員特典として、会員証での利用料金割引と施設利用優待券(5枚綴り)を会員に配

布するとともに、希望者には、毎月「広報あきたかた」等を発送し、本市の旬な情報を提供

しました。 

安芸高田市内会員事業として、安芸高田市と姉妹都市である防府市への交流ツアーをはじ

め、スポーツ支援事業としてサンフレッチェ広島安芸高田市スポンサードゲームへの参加や、

湧永レオリックの観戦応援、川村杯安芸高田市小学校駅伝大会の応援、更に市内各町のイベ

ント等に参加し、応援の会のＰＲ並びに会員募集等を行いました。 

 

 

◆会員の状況(平成 31年 3月 31 日現在) 

地域 人数 地域 人数 地域 人数 地域 人数 

安芸高田市 918 群馬 1 滋賀 5 愛媛 1 

広島市 796 埼玉 35 京都 13 高知 1 

県内その他 176 千葉 57 大阪 60 福岡 7 

北海道 3 東京 149 兵庫 28 熊本 1 

岩手 1 神奈川 46 奈良 5 沖縄 1 

宮城 1 新潟 1 和歌山 2 アメリカ 2 

山形 2 長野 2 鳥取 1 
  

山梨 1 岐阜 2 島根 6     

茨城 2 静岡 1 岡山 7     

栃木 4 愛知 3 山口 6 合 計 2,347 

   

安芸高田市ふるさと応援の会組織別会員数 

本部・その他(1,035 名)  ※設立：平成 23 年 8月 

広島(905 名)       ※設立：平成 24 年 11 月 

関東地区(294 名)     ※設立：平成 26 年 8 月 

関西地区(113 名)      ※設立：平成 29 年 9 月 
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◆施設優待券の利用状況 (平成 30 年 4月 1日～平成 31 年 3月 31日) 

施設名等 優待内容 
利用枚数（枚） 

29年度 30年度 

神楽門前湯治村 入浴料 300円 OFF ３３０ ２８９ 

たかみや湯の森 入浴料 300円 OFF ９９５ ９００ 

安芸高田市歴史民俗博物館 施設入館料無料 ３９ ３８ 

八千代の丘美術館 施設入館料無料 ２４ ４２ 

八千代町サイクリングターミナル 自転車貸出 300円 OFF ４ １１ 

土師ダムグラウンドドゴルフ プレー費無料 ６１ １２２ 

エコミュージアム川根 食事利用料 300円 OFF ０ ０ 

サンフレッチェ・湧永レオリック試合観戦 試合当日券 500円 OFF １ ３ 

リージャスクレストゴルフクラブ プレー費 500円 OFF １５９ １６６ 

八千代カントリークラブ プレー費 500円 OFF ５５０ ９１５ 

合    計 ２，１６３ ２，４８６ 

 

◆情報発信事業 

 

  

 

 

 

下段のように検索すると、安芸高

田市ふるさと応援の会のホームペ

ージを閲覧できます。 
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◆本部組織体制 

部会名 所掌事務 メンバー 

総務部会 

部会長 

三宅七生治 

 1 総括、総合調整・組織等の充実に関すること 

 2 広島、関東地区、関西地区との調整、渉外に関すること 

 3 ふるさと応援の会の活性化に関すること 

 4 その他、各部会に属さない事項に関すること 

福田美恵子 

丸山 義捷 

ふ
る
さ
と
応
援
部
会 

部会長 

世羅乃理代 

事業企画・推進

チーム 

リーダー 

五升目輝明 

 1 事業の企画、実施に関すること 

 2 広島、関東地区、関西地区事業の受け入れに関すること 

  3 安芸高田市の入込観光客の増加に係る事業に関すること 

仁井  智 

スポーツ支援 

チーム 

リーダー 

稲田  稔 

 1 サンフレッチェ広島・湧永レオリックの支援に関すること 

 2 その他、安芸高田市内スポーツ事業の支援に関すること 

和田 孝一 

川本 松夫 

情報発信チーム 

リーダー 

稲垣 文孝 

 1 ホームページによる情報発信に関すること 

 2 応援の会のＰＲに関すること 

 3 その他、安芸高田市の広報(情報発信）に関すること 

中田 幸子 

堀川由紀子 

部会長 

宮迫 雅己    

会員サービス 

チーム 

リーダー 

大前貴美子 

 1 会員の加入促進に関すること 

 2 会員の交流事業に関すること 

 3 優待制度等に関すること 

青崎 凌子 

プロジェクト 

チーム 

 1 短期的な事業でプロジェクトを立ち上げて推進する必要が

あるもの 

 

事務局 
 1 総合窓口に関すること 

 2 会計に関すること 

大野 逸夫 

天根 一磨 

 

◆主な活動状況（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31日） 

 

1．スポーツ支援 

 ①サンフレッチェ広島安芸高田市スポンサードゲームへの参加 

  ・日 時 平成 30 年 8 月 11 日（土） 試合開始 19 時～ 

  ※会員特典として会場で使用できる商品券を配布 83 名利用 

 ②第 5 回川村杯安芸高田市小学校駅伝競走大会の支援・応援 

  ・日 時 平成 30 年 11 月 18 日（土） スタート 10 時～ 

  ※大会運営の手伝い、応援の会横断幕を掲げ、応援を行いました。 

 ③湧永レオリック観戦応援 

  ・日 時 平成 30 年 11 月 23 日（金・祝） 試合開始 14 時～ 

  ・参加者 28 名（うち、本部役員 9 名） 

  ※当日参加いただいた会員の方へ応援グッズ等の記念品を配布しました。 
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2．情報発信 

 ①ふるさと応援の会ホームページ・フェイスブックの運用 

 ②会員へのお便り送付 ※市外会員希望者へ「広報あきたかた」及びイベント情報等送付 

 

3．総会及び役員会等会議の開催 

 ①第 8 回総会 

  ・日 時 平成 30 年 6 月 16 日（土）13 時～ 

  ・場 所 安芸高田市民文化センター クリスタルアージョ 4 階小ホール 

  ・参加者 74 名 

  ※第 2 部で元安芸高田市地域おこし協力隊 森本真希さんによる講演会、向原町在住の音楽デュオ

（夫婦）ことり‛ｎチェルシーによるフルート＆ギター演奏会を開催 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ②役員会等の開催 役員会 3 回 

   

4．安芸高田市内会員事業 

 ①山口県防府市姉妹都市交流ツアー 

  ・日 時 平成 30 年 11 月 10 日（土） 

  ・内 容 安芸高田市より市民訪問団が結成され、防府天満宮への参拝や毛利氏関連施設である毛

利博物館、毛利庭園を見学しました。また、地元の地場産品の PR イベントである「じば

さんフェア」を訪れ、市民交流の促進を図りました。 

  ・参加者 32 名 

 ②文化庁登録有形文化財「日野家住宅」見学会 

  ・日 時 平成 30 年 11 月 10 日（土） 

  ・内 容 日野家再生プロジェクトにより企画された日野家見学会・茶会へ参加 

 

5．組織拡充・各地区との連携・交流事業 

 ①広島の活動支援・交流 

  ・川根柚子もぎ応援隊受入 

  ・10 月 28 日 安芸高田市ふるさと応援の会広島総会（広島市） 

 ②安芸高田市での各町のイベント等での応援の会ＰＲ、特産品の物販 

  ・9 月 29 日、30 日 米舞まつり・美土里神楽まつり（美土里町） 

※米舞まつりは台風接近により中止 

  ・10 月 21 日 たかみや大地の祭り（高宮町）※新規会員 16 名入会 

 ③４地区役員合同研修会 

  ・12 月 1 日／メルパルク広島 ・1 月 19 日／日経ホール（東京） 
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第 2 号議案 平成 30 年度収支決算について 

平成 30年度 収支決算（本部） 

（平成 30年 4月 1 日～平成 31 年 3月 31 日） 

「収入の部」 
  

（単位：円） 

項   目 予算額 決算額 説   明 

 1.会費 2,000,000 1,430,000  1,000 円×1,430 名分 

 2.補助金 6,800,000 6,800,000  安芸高田市補助金 

 3.繰越金 284,406 284,406  平成 29年度繰越金 

 4.雑収入 89,594 675,827 

 寄付金 71,000 円 

 神楽扇子等販売収入 39,616 円 

 四地区研修会会費 229,500 円 

 その他利息等 11 円 

 他地区活動費立替の繰入金 115,700 円 

 安芸高田地区会計からの繰入金 220,000 円 

計 9,174,000 9,190,233   

「支出の部」 

  

（単位：円） 

項   目 予算額 決算額 説   明 

 1.事務局運営費 1,380,000 1,579,587 

 会員証等印刷代 456,560 円 

 事業委託費(広報等封入）731,086 円 

 手数料 131,528 円、その他経費 260,413 円 

 2.情報発信事業費 300,000 280,800  ＨＰ管理運営費 

 3.組織拡充事業費 200,000 368,394  四地区役員合同研修会開催費 

 4.地区活動支援事業費 5,780,000 5,780,000 

  安芸高田地区活動助成 1,000,000 円 

 広島活動助成 1,150,000 円 

 関東地区活動助成 2,600,000 円 

 関西地区活動助成 1．030,000 円 

 5.施設利用等事業費 1,400,000 1,178,598 

 施設利用助成金 1,045,734 円 

 施設利用優待券印刷 64,000 円 

 神楽東京公演購入補助券代 68,864 円 

 6.予備費 114,000 0 
  

 

 7.次年度繰越金 0 2,854  

計 9,174,000 9,190,233   
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平成 30年度 収支決算書（安芸高田地区） 

（平成 30年 4月 1 日～平成 31 年 3月 31 日） 

「収入の部」 
  

（単位：円） 

項   目 予算額 決算額 説   明 

 1.参加費 50,000 0 
毛利家関連防府研修参加費は市事業に参加した

ため応援の会としての参加費はなし 

 2.補助金 1,000,000 1,000,000  地区活動助成金 

 3.繰越金 70,728 70,728  平成 29年度繰越金 

 4.雑収入 272 0  

 
計 1,121,000 1,070,728   

「支出の部」 

  

（単位：円） 

項   目 予算額 決算額 説   明 

 1.事務局運営費 365,000 197,216 

 会議費（費用弁償等） 37,980 円 

 役員旅費（県外） 151,460 円 

 その他振込手数料等 7,776 円 

 2.スポーツ支援事業費 250,000 84,296 
 サンフレッチェ広島安芸高田スポンサード 

ゲーム商品券等 

 3.総会開催費 82,000 52,900 
 第 8回総会運営費 

（講演謝礼、花代、お茶代等） 

 4.地区活動事業費 320,000 11,960 
 費用弁償 10,960 円 

  たかみや大地の祭り出店料   1,000 円 

 5.予備費 104,000 220,000  本部への会計繰出金 220,000 円 

 6.次年度繰越金 0 504,356  

計 1,121,000 1,070,728   
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第３号議案 令和元年度事業計画(案)について 

「安芸高田市ふるさと応援の会」も発足以来 9 年目を迎えます。これまでの実績を基に、

より発展、充実した活動を展開するため、会員の増員に努め、本市の魅力を会員が再認識し、

その魅力を全国に発信していきます。 
安芸高田（本部）、広島、関東地区、関西地区の四地区体制となり、各地区それぞれの特

徴に応じた事業展開をするとともに、各総会及び四地区合同役員研修会等を通じて相互の交

流・連携を図ります。 

また、既存会員の継続と新規会員の拡充を促進するため、会員特典である市内施設利用優

待券の新規開拓、県外会員への特典の見直しを行うとともに、課題である会費納入率向上へ

取り組みます。更に、法人会員制度を立ち上げ、将来を見据え独自財源の確保に取り組みま

す。 

情報発信では、市広報紙の発送やイベント情報の提供、ふるさと応援の会のホームページ、

フェイスブックの運用を行い、本市のみならず各地区の情報発信も促進していきます。 

本市の宝であるサンフレッチェ広島、湧永レオリックの応援事業も引き続き行い、スポー

ツを通したまちづくりを支援していきます。 

 

 具体的には次に掲げる内容を中心に、安芸高田市に元気を与え、ふるさとが活性化する事

業展開に取り組みます。 

 

◆スポーツ支援事業（スポーツ支援チーム） 

１．サンフレッチェ広島安芸高田市スポンサードゲームへの参加 

・日  時  令和元年 7月 6日(土) 試合開始 19時～ 

・場  所  エディオンスタジアム広島（広島市安佐南区大塚西 5-1-1） 

・対戦相手  セレッソ大阪 

  ２．湧永レオリック応援観戦 

・日  時  令和元年 11月 16日(土) 予定 

・場  所  湧永満之記念体育館 

・対戦相手  トヨタ車体 

  3．川村毅杯安芸高田市小学校駅伝競走大会支援・応援 

・日  時  令和元年 11月 16日（土）予定 

・場  所  安芸高田市吉田運動公園周辺 

・内  容  市内の小学校による駅伝競走大会の支援や応援活動を行う 
 

◆情報発信（情報発信チーム） 

１．ふるさと応援の会ホームページ・フェイスブックの運用 

２．「広報あきたかた」の送付（市外在住の希望者へ市の広報紙を送付） 

３．本市の旬な情報の提供（イベント情報など旬な情報、特産品等の販売促進情報） 

 ４．広島、関東地区、関西地区からの情報発信の促進 

 ５．「広報あきたかた」へのふるさと応援の会活動情報の積極的掲載 
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◆総会及び会議の開催 

  １．総会の開催 

    ・日 時  令和元年 6月 15日(土） 14時 20分～ 

    ・場 所  安芸高田市民文化センター クリスタルアージョ 4階小ホール 

２．役員会・各部会の開催  随時 
 

◆安芸高田市内会員事業 

  １．市外研修ツアー事業 

  ２．市内観光資源等視察研修 
 

◆組織拡充・各地区との連携・交流事業 

  １．広島の活動支援及び交流（女性役員交流会開催等） 

  ２．関東地区各プロジェクトとの連携 

  ３．関西地区との交流 

  ４．四地区合同役員研修会の開催 

  ５. 各町域イベントでのふるさと応援の会の PR 等 

  ６．会員拡充、会費納入率向上に向けた取組み 

  ７．法人会員制度の確立 

  ８．会員管理システムの構築 
 
  

◆優待制度助成事業 

１．会員証での優待 

■ 「あきたかたのたから」をＦＡＸ注文の場合、利用料金の 5％割引 

■ 神楽門前湯治村内の「お食事処ふくすけ」、「キッチン蔵」、「権兵衛」 

での飲食利用料金を 3％割引 

■ 八千代町サイクリングターミナル・リージャスクレストゴルフクラブ・ 

八千代カントリークラブの売店での買い物料金を 3％割引 

■  たかみや湯の森「売店」での買い物料金 1,000 円毎に 30円割引 

２．施設利用優待券（5 枚綴り） 

■ 神楽門前湯治村・たかみや湯の森 …入浴料 300円 OFF 

■ 安芸高田市歴史民俗博物館・八千代の丘美術館 …施設入館料無料 

■ 八千代町サイクリングターミナル …自転車貸出 300円 OFF 

■  土師ダムグラウンドゴルフ場 …プレー費無料 

■ エコミュージアム川根 …食事利用料 300円 OFF 

■ サンフレッチェ広島・湧永レオリックの試合観戦  

…ホームゲーム当日券 500円 OFF 

■ リージャスクレスト・八千代カントリー…プレー費 500円 OFF 

  ３．優待施設等の新規開拓、県外会員特典の見直し 

 

 

安芸高田市公式マスコットキャラクター 

たかたん 
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第４号議案 令和元年度収支予算(案)について 

令和元年度 収支予算（本部） 

（平成 31年 4月 1 日～令和 2年 3 月 31日） 

「収入の部」 
 

（単位：円） 

項   目 予算額 説   明 

 1.会費 2,000,000  1,000 円×2,000 名分 

 2.補助金 6,000,000  安芸高田市補助金 

 3.繰越金 2,854  平成 30年度繰越金 

 4.雑収入 80,146 

 寄付金 60,000 円 

 神楽扇子等販売収入 20,000 円 

 利子等 146円 

計 8,083,000   

「支出の部」 

 

（単位：円） 

項   目 予算額 説   明 

 1.事務局運営費 1,500,000 

 会員証等印刷代 780,000 円 

 事業委託費(広報等封入）600,000 円 

 振込手数料等 120,000 円 

 2.情報発信事業費 300,000  ＨＰ管理運営費 

 3.組織拡充事業費 680,000 
 四地区役員合同研修会開催費 180,000 円 

 会員管理システム構築 500,000 円 

 4.地区活動支援事業費 4,280,000 

  安芸高田地区活動助成 500,000 円 

 広島活動助成 1,150,000 円 

 関東地区活動助成 1,600,000 円 

 関西地区活動助成 1,030,000 円 

 5.施設利用等事業費 1,320,000 

 施設利用助成金 1,100,000 円 

 施設利用優待券印刷 140,000 円 

 神楽東京公演購入補助券代 80,000 円 

 6.予備費 3,000 
  

  

計 8,083,000   
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平成 31 年度 収支予算（安芸高田地区） 

（平成 31年 4月 1 日～令和 2年 3 月 31日） 

「収入の部」 
 

（単位：円） 

項   目 予算額 説   明 

 1.参加費 80,000  市外研修ツアー事業等参加費 

 2.補助金 500,000  地区活動助成金 

 3.繰越金 504,356  平成 30年度繰越金 

 4.雑収入 644 
  

  

合計 1,085,000   

「支出の部」 

 

（単位：円） 

項   目 予算額 説   明 

 1.事務局運営費 280,000 

 会議費（費用弁償等） 

 役員旅費（県外） 

 その他振込手数料等 

 2.スポーツ支援事業費 150,000 

 サンフレッチェ広島安芸高田 

 スポンサードゲーム商品券等 

 湧永レオリック応援観戦等 

 3.総会開催費 150,000 

 第 9回総会運営費 

 （出演謝礼、お茶代等） 

  

 4.地区活動事業費 500,000 

 市外研修ツアー事業 

 市内観光資源等視察研修 

 広報活動協力金 

 5.予備費 5,000 
  

  

計 1,085,000   
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第５号議案 規約改正（案）について 

◆改正理由 

 会のさらなる発展と自主財源の確保を図るため、これまでの個人会員に加えて、法人会員

を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改正規約＞ 

 

第 2章 会 員 

(入会) 

第 5 条 応援者のうち、本会に入会しよう

とする者は、入会申込書を会長に提出し

なければならない。 

(会費) 

第 6 条 本会に入会した者（以下「会員」

という。）の会費は次のとおりとし、年度

の決められた時期までに納めなければな

らない。 

 (1)個人会員 年額 1,000円 

 (2)法人会員 年額 1口 10,000 円 

(退会等) 

第 7 条 会員が次に掲げる場合には退会し

たものとする。 

(1) 本人より退会届が会長に提出され

た場合 

(2) 会員が死亡し、又は失踪宣告を受け

たときは、その資格を喪失する。 

 

 

＜現行規約＞ 

 

第 2章 会 員 

(入会) 

第 5 条 応援者のうち、本会に入会しよう

とする者は、入会申込書を会長に提出し

なければならない。 

(会費) 

第 6条 本会に入会した者(以下「会員」と

いう。)の会費は年額 1,000 円とし、年度

初めに納めなければならない。 

(退会等) 

第 7 条 会員が次に掲げる場合には退会し

たものとする。 

(1) 本人より退会届が会長に提出され

た場合 

(2) 会員が死亡し、又は失踪宣告を受け

たときは、その資格を喪失する。 
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第６号議案 役員の選任（案）について 

 

 

 現 新 

役 職 氏  名 出身地 氏  名 出身地 

理 事 天根 一磨 八千代町 川崎 勝義 八千代町 

 

  残留役員任期 平成３１年４月１日～令和２年３月３１日 
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 平成 30年度安芸高田市ふるさと応援の会 広島活動報告            

 

1.総会・懇親会の開催  

平成 30 年７月 17 日に計画していたが、西日本豪雨災害のため延期した。 

 

・期 日  平成 30年 10月 28日（日） 

・会 場    メルパルク 広島 

・内 容    総会・会員の交流他 

・参加者予定数 100名 

・参加者数    86名（懇親会 96 名） 

 

 

2.料理用トマト収穫応援隊 

夏場の天候不順によりトマトの栽培が思わしくなかったため中止した。 

 

3.安芸高田市日帰りバスハイク 

・期 日 平成 30年 10月 21日（日） 

・会 場 JA産直市、たかみや大地の祭りに参加、郷野小学校見学 

・参加者 18名 

・内 容 218ｍの長い巻きずし作りに参加交流し、ふるさとの祭りを楽しむ。 
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4.川根の柚子もぎ応援隊 

・期 日 平成 30年 11月 25日（日） 

 ・会 場 安芸高田市川根地区 

・内 容 柚子収穫の手伝い、地元農家との交流を楽しむ。 

・参加者数 23名  

 

 

5.広島会員の健康作り体操 

・期 日 平成 31年 1月 18日（金） 

・対 象 役員及び広島会員 

・内 容 家庭で出来るチェアビクス体験により会員の健康作りを行う。 

 

 

6.神楽勉強会 

・期 日 平成 31年 2月 14日（金） 

・対 象 役員及び広島会員 

・内 容 昨年に引き続き神楽の歴史文化を学び、神楽文化を語れる人材の育成をする。 
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 平成 30年度安芸高田市ふるさと応援の会 関東地区活動報告         
 

◆平成 30 年度事業方針について 

1.基本的考え方 

日本はあらゆる市町村で少子高齢化・人口減少が急速に進み、近い将来、歴史上経験し

たことがない事態に直面すると言われている。 

私たちの“ふるさと応援の会関東地区”は、我がふるさと安芸高田市の発展のため、少

しでも貢献できるよう引き続き活動をしていく。 

また、創立以来 5 年目を迎えたので、各プロジェクトを見直し、「絶品作り PT」を「ふ

るさと産品 PT」に統合。新規に「歴史遺産再生 PT」を立ち上げ、観光開発の支援にも貢献

していく。 

 

2.プロジェクト推進 

 

PT名 リーダー 活動内容 
安芸高田市 

担当課 

1) 神楽・広報応援 PT 岩口副会長 

① 神楽東京公演の応援（スポンサー開拓、

内外広報） 

② ２０２０年に向けて神楽・歴史 遺産の

内外広報支援 

商工観光課 

政策企画課 

2) ふるさと産品づくり PT 吉川会長 

① 「温トマト」商品拡売 

② 「温トマトピューレ」「トマトポン酢」 

の拡売 

③ ふるさと産品の開発と商品化 

地域営農課 

3) 森林活性化 PT 山縣顧問 
① 「パラカの森」プロジェクト実現 

② 木の駅プロジェクト支援 

商工観光課 

農林水産課 

4) 企業誘致 PT 中村副会長 

① 企業誘致対象物件の確定（遊休地・廃校

校舎・サテライトオフィス物件等） 

② 進出企業の為の支援策充実 

③ 企業誘致活動資料の充実 

④ 関東の人脈を通じて企業誘致のＰＲ 

商工観光課 

5) 歴史遺産再生 PT 増原理事 
① 安芸高田市の歴史・遺産の発掘と再生 

② 日野家再生プロジェクトの推進 
商工観光課 

6) 会員拡大 PT 瀧川理事 
① 高校同窓会への積極的アプローチ 

② アンケートの実施 

商工観光課 

財政課 
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3.平成 30年度 事業報告 （平成 30 年 4月 1日～平成 31年 3月 31 日） 

                               

日 時 会議名 場所 備考 

30 年    

04.03（火） 17 時～ 企画会議 藤川事務所  

04.15（日） 14 時～ 役員会 シチズンプラザ  

05.08（火） 17 時～ 企画会議 藤川事務所 
Ｈ29 年度決算、事業報告 

Ｈ30 年度予算案、事業計画 

06.05（火） 17 時～ 企画会議 藤川事務所  

06.16（土） 午後 本部総会 安芸高田市 吉川会長、岩口副会長、中村副会長出席 

06.23（土） 14 時～ 役員会 シチズンプラザ  

07.04（水） 17 時～ 企画会議 藤川事務所  

07.28～7.29 高校神楽甲子園 神楽門前湯治村 7/29 中止 

07.31（火） 17 時～ 企画会議 藤川事務所 総会確認 

08.0４（土） 10 時～ 会員の集い（総会） メルパルク東京 第５回 総会 

09.01（土） 10 時～ 関西地区総会 メルパルク大阪 岩口副会長、中村副会長出席 

09.18（火） 17 時～ 企画会議 藤川事務所  

09.22（土） 14 時～ 役員会 シチズンプラザ 神楽チケット枚数確保 

10.16（火） 14 時～ 企画会議 藤川事務所  

10.28（日） 16 時～ 広島地区総会 広島 
災害のため開催日変更 吉川、岩口、

中村副会長出席 

11.01（木)  チケット販売予定  神楽東京講演 

11.20（火） 17 時～ 企画会議（臨時） 藤川事務所 座席配分 

12.01（土） 午後 四地区協議会  メルパルク広島 藤川副会長出席 

12.08（土） 14 時～ 役員会 忘年会 シチズンプラザ  

31 年    

01.09（水） 17 時～ 企画会議 藤川事務所  

01.1９（土） 10 時～ ８回神楽公演 日経ホール  

01.19（水） 午後 四地区協議会 日経ホール 正副会長全員参加 

02.25（火） 17 時～ 企画会議 藤川事務所 役員会議案の策定 

03.02（土） 14 時～ 役員会 シチズンプラザ  

03.25（月） 17 時～ 企画会議（臨時） 藤川法律事務所  

 

◆関東地区会員の集い（第 5 回総会） 

・日 時 平成 30年 8月 4日（土）10時～ 

・場 所 メルパルク東京 

・参加者 125名 

・内  容 総会、記念神楽公演（八千代神楽団 葛城山）、 

懇親会 
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 平成 30年度安芸高田市ふるさと応援の会 関西地区活動報告         

 
1.ふるさと応援の会関西地区総会 

日 時：平成 30年 9月 1 日（土））11時 30分 

場 所：ホテルメルパルク 大阪 

参加者：99名 

内 容：11:30～12:00 総会 

    12:00～14:30 懇親会 

     懇親会 ・近畿サンフレッチェクラブ 立ち上げ紹介 

         ・歌謡ショー（白鳥まゆ） 

         ・日吉神楽団による神楽上演「葛城山」 

 

2.役員会、三役会 

 役員会開催 5回、三役会開催 4回 

 

3.ふるさと応援の会関西・支援行事 

①中四国 9県観光物産展 

 日時：平成 30年 8月 31日（金）・9月 1日（土） 

 場所：大阪市北区天神橋 6丁目 4 天神橋筋商店街 

内容：安芸高田市物産販売・神楽ＰＲ 

   ②高宮中学修学旅行生の商人体験プロジェクト 

日時：平成 30年 9月 13日（木）10:00～14:00 

場所：大阪市京橋中央商店街 

内容：高宮中学校生徒が修学旅行の体験プログラムの一つとして、地元特産の 

   柚子を使ったお菓子などの実践販売体験 

 

4.その他（スポーツ）会員の応援参加 

  ・サンフレッチェ広島関連応援 

      8月 15日  ノエビアスタジアム神戸 ヴィッセル神戸戦 

  8月 25日  ヤンマースタジアム長居 セレッソ大阪戦 

      9月 2日  万博フットボールセンター ユース対決・ガンバ戦 

      9月 29日 パナソニック吹田スタジアム ガンバ大阪戦 

      3月 9日  ヤンマースタジアム長居 セレッソ大阪戦 

  ・安芸高田市ハンドボールクラブ（小学校女子） 

      8月 3日  同志社大体育館 熊本当尾小 戦 

  ・湧永レオリックハンドボール 

      2月 11日 金岡公園体育館 大崎電機戦 
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ご来賓名簿 

番号 団体・役職 氏名 

1 安芸高田市 市長 浜田 一義 

2 安芸高田市 副市長 竹本 峰昭 

3 安芸高田市教育委員会 教育長 永井 初男 

4 安芸高田市議会 議長 先川 和幸 

5 安芸高田市議会 副議長 水戸 眞悟 

6 安芸高田市議会 議員 新田 和明 

7 安芸高田市議会 議員 芦田 宏治 

8 安芸高田市議会 議員 玉重 輝吉 

 9 安芸高田市議会 議員 玉井 直子 

10 安芸高田市議会 議員 山根 温子 

11 安芸高田市議会 議員 前重 昌敬 

12 安芸高田市議会 議員 石飛 慶久 

13 安芸高田市議会 議員 児玉 史則 

14 安芸高田市議会 議員 大下 正幸 

15 安芸高田市議会 議員 山本  優 

16 安芸高田市議会 議員 熊高 昌三 

17 安芸高田市議会 議員 宍戸 邦夫 

18 安芸高田市議会 議員 秋田 雅朝 

19 安芸高田市議会 議員 塚本  近 

20 安芸高田市議会 議員 金行 哲昭 

21 安芸高田市議会 議員 青原 敏治 

22 広島県議会  副議長 児玉  浩 
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ご来賓名簿 

番号 団体・役職 氏名 

23 安芸高田市教育委員会 教育長職務代理者 上田 隆之 

24 安芸高田市農業委員会 会長 村上 一夫 

25 安芸高田市社会福祉協議会 会長 竹重 博樹 

26 安芸高田市老人クラブ連合会 会長 佐藤 正彦 

27 吉田町地域振興会連絡協議会 会長 平田 武幸 

28 八千代町地域振興会連絡協議会 会長 丸本 一廣 

29 美土里町地域運営協議会連合会 会長 清水 一彦 

30 高宮町地域振興会連絡協議会 会長 辻駒 健二 

31 甲田町地域振興会連合会 会長 豊原 稔和 

32 向原町地域振興会連絡協議会 会長 正田 建二 

33 安芸高田市商工会 会長 熊高 一雄 

34 安芸高田市地域振興事業団 理事長 藤川 幸典 

35 安芸北森林組合 代表理事組合長 中川 正男 

36 八千代の丘美術館 館長 槇原 慶喜 

37 八千代カントリークラブ 代表取締役 濱野 和雄 

38 株式会社 神楽門前湯治村 代表取締役社長 溝本 郁夫 

39 たかみや湯の森運営協会 協会長 秋國  満 

40 リージャスクレストゴルフクラブ 支配人 後藤 友幸 

41 リージャスクレストゴルフクラブ 支配人 姉ケ山智一 

42 エコミュージアム川根運営協会 会長 辻駒 健二 

43 株式会社Ｈ・Ｆ・Ｓ 代表取締役 本田 章二 

44 広島県立吉田高等学校 校長 森田 達己 

45 広島県立向原高等学校 校長 常廣 健治 
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安芸高田市ふるさと応援の会規約 

 

第 1章 総 則 

(目的) 

第 1条 本会は、安芸高田市民、安芸高田市に関わりのある全ての人その他の安芸高田市を

応援する人(以下「応援者」という。)の広域的な連携を図り、各種情報交換及び研修を

実施し、安芸高田市のあらゆる活性化に寄与することを目的とする。 

(名称) 

第 2条 本会は、「安芸高田市ふるさと応援の会」と称する。 

(事務局) 

第 3条 本会の事務局は、広島県安芸高田市吉田町吉田 791番地、安芸高田市産業振興部内

に置く。 

 (事業) 

第 4条 本会は、第 1条に規定する目的を達成するために、次に掲げる事業を行う。 

 (1) 会員相互の情報交換及び研修に関すること。 

 (2) 安芸高田市行政との連携による安芸高田市の活性化に関すること。 

 (3) その他本会の目的達成に必要な事業。 

 

第 2章 会 員 

(入会) 

第 5条 応援者のうち、本会に入会しようとする者は、入会申込書を会長に提出しなければ

ならない。 

(会費) 

第 6条 本会に入会した者(以下「会員」という。)の会費は年額 1,000円とし、年度初めに

納めなければならない。 

(退会等) 

第 7条 会員が次に掲げる場合には退会したものとする。 

(1) 本人より退会届が会長に提出された場合 

(2) 会員が死亡し、又は失踪宣告を受けたときは、その資格を喪失する。 

 

第 3章 役 員  

(役員の種別) 

第 8条 本会に、次の役員を置く。  

(1) 会長 1名 

(2) 副会長 3名 

(3) 理事 若干名 

(4) 会計 1名 

(5) 事務局長 1名 

(6) 監事 2名 
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2 前項のほか、本会に相談役及び顧問、参与を置くことができる。 

(1) 相談役及び顧問、参与は会長が委嘱する。 

 (役員の選出) 

第 9条 役員の選出は、それぞれ次の方法による。  

 (1) 会長、副会長、理事及び監事は総会で選出する。 

 (2) 会計及び事務局長は会長が任命する。 

(役員の職務) 

第 10条 役員の職務は次のとおりとする。 

(1) 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職

務を代行する。  

(3) 理事は、本会の会務を執行する。 

(4) 会計は、本会の会計に関わる事務を処理し、年度末に監事の監査を受け、総会にお

いて会計報告する。 

(5) 事務局長は、本会の会計以外の事務を処理する。 

(6) 監事は、本会の会計の事務を監査し、総会において監査報告をする。 

(7) 相談役は、相談を受けた本会の運営について、意見を述べるとともに、必要に応じ

て役員会に出席するものとする。顧問及び参与は、相談を受けた本会の運営について、

意見を述べるものとする。 

(8) 顧問及び参与は、本会運営について助言するものとする。 

(役員の任期) 

第 11 条 役員の任期は、3 年とし、不慮の事故等により役員が欠けた場合は、後任の役員

を選出する。ただし、その場合の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

第 4章 総 会 

(総会の種別) 

第 12条 本会の総会は、通常総会及び臨時総会とする。 

2 通常総会は、毎年度決算終了後 3 月以内に開催するものとし、臨時総会は、会長が必要

と認めたとき開催するものとする。 

(総会の権能) 

第 13条 総会は、次に掲げるものについて議決する。 

 (1) 前年度事業報告及び会計報告並びにこれらの承認の件 

 (2) 新年度事業計画案及び予算並びにこれらの承認の件 

 (3) 役員の選出の件 

 (4) その他 

(総会の招集) 

第14条 総会は、会長が招集する。  

2 総会を招集するときは、会議の目的たる事項及びその内容並びに日時及び場所を記載し

た文書等をもって、開会の日の7日前までに通知しなければならない。 
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(総会の議長) 

第 15条 総会の議長は、会長がその任にあたる。 

(総会の議決) 

第 16 条 総会の議事は、出席した会員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

(総会の議事録) 

第17条 総会は、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 会員の現在数及び出席者数 

(3) 開催目的、審議事項及び議決事項  

(4) 議事の経過の概要及びその結果  

 

第 5章 役員会 

(役員会の構成) 

第 18条 役員会は、第 8条に規定する役員をもって構成する。 

(役員会の権能) 

第 19条 役員会は、本会の目的達成のための行事及び予算等について企画する。 

(役員会の招集) 

第 20条 役員会は、会長が必要と認めるとき招集する。 

2 役員会を招集するときは、会議の日時、場所及び目的等を記載した書面をもって、3日前

までに通知しなければならない。 

(役員会の議長) 

第 21条 役員会の議長は、会長がその任にあたる。 

 

第 6章 資産及び会計 

(資産の構成) 

第 22条 本会の資産は、次に掲げるものをもって構成する。  

(1) 会費 

(2) 補助金 

(3) 寄附金 

(4) その他の収入 

(資産の管理) 

第 23条 本会の資産は、会長が管理し、その方法は役員会の議決によりこれを定める。 

(経費の支弁) 

第 24条 本会の経費は、資産をもって支弁する。 

(事業計画及び予算) 

第 25 条 本会の事業計画及び予算は、事務局が作成し、総会の議決を経て定めなければな

らない。  

2 前項の規定にかかわらず、年度開始後に予算が総会において議決されていない場合には、

会長は、総会において予算が議決される日までの間は、前年度の予算を基準として収入支

出をすることができる。  
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(事業報告及び決算) 

第 26 条 本会の事業報告及び決算は、事務局が事業報告書、収支計画書等を作成し、監事

の監査を受け、総会の承認を受けなければならない。 

(会計年度) 

第 27条 本会の会計年度は、4月 1日から翌年 3月 31日までとする。 

 

第 7章 規約の変更及び解散  

(規約の変更) 

第 28条 この規約は、総会において議決を得なければ変更することはできない。 

(解散) 

第 29 条 総会の議決に基づいて解散する場合は、総会員の 3 分の 2 以上の承諾を得なけれ

ばならない。 

(残余財産の処分) 

第 30 条 本会の解散のときに有する財産は、総会において総会員の 3 分の 2 以上の議決を

得て、処分するものとする。 

 

第 8章 雑 則 

(備付け帳簿及び書類) 

第 31 条 本会の事務局には、規約、会員名簿、総会及び役員会の議事録、収支に関する帳

簿、財産目録等資産の状況を示す書類その他必要な帳簿及び書類を備えておかなければな

らない。 

(委任) 

第 32条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は役員会の議決を経てるものとする。 

 

附 則 

1 この規約は、平成 23年 8月 7日から施行する。 

2 本会の設立初年度の事業計画及び予算は、第 25条の規定にかかわらず、設立総会の定め

るところによる。 

3 本会の設立初年度の会計年度は、第 27条の規定にかかわらず、設立認可のあった日から

平成 24年 3月 31日までとする。 

附 則 

1 この規約は、平成 29年 6月 17日から施行する。 
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 総会記念行事 シンポジウム  ～ 飛べ！ ふるさとへの想い ～          

 ◆コーディネーター 

  安芸高田市ふるさと応援の会 相談役 立川 哲男 

 

 

 

 

 ◆パネリスト 

  安芸高田市ふるさと応援の会本部 副会長 三宅 七生治 

 

 

 

 

安芸高田市ふるさと応援の会広島 副会長 平 昭治 

 

 

 

 

安芸高田市ふるさと応援の会関東地区 会長代行 中村 健郎 

 

 

 

 

  安芸高田市ふるさと応援の会関西地区 会長 児玉 徹 

 

 

 

 

 

吉田町出身。吉田小学校２年まで就学。小学校３年以降三原市、福山 

市、東京の小中高大にて就学。 

３６年間の民間の製造部門、建設部門での勤務終了後、吉田町商工会及

び安芸高田市商工会の事務局長を９年間勤め、現在は老人ホ－ムの施設

長を担当。 

呉市で生まれ、美土里町で育つ。吉田高校普通科出身。 

広島県庁入庁、人事課、地方課、教育委員会等、最後は広島県立保健福祉

短期大学事務局長で退職  広島県町村会へ再就職。 

現在は福祉施設で絵画指導、NPO 法人ふくし文化熟はつかいち理事長。 

ライフワークとして「津和野街道百景図」として制作中。   

甲田町深瀬出身。深瀬小学校、甲立中学校、向原高校、慶応義塾大学法学

部卒業。 

日本鋼管（株）入社し、輸出部に配属され、米国・欧州・東南アジアの全

世界市場を担当。４２歳のときに地元企業である湧永製薬（株）に入社。

５４歳から１３年間、米国湧永製薬に社長として赴任。 

向原町出身。向原高校、広島大学政経学部卒業。 

伊藤忠商事入社。伊藤忠商事豪州会社に長年勤務し、伊藤忠商事羊毛会社

設立時には代表取締役社長に就任（本社シドニー）。伊藤忠商事退職後はオ

ーストラリアブリスベンに移住し、約６年在住。 

帰国した現在も大阪日豪協会理事就任し活動中。 

 

美土里町出身。吉田高校、広島大学卒業。 

美土里町北小、広島市国泰寺中、広島市教育委員会、広島アジア競技大

会対策室・組織委員会理事（競技部長）、広島サンプラザ館長、広島経済

大学常務理事を歴任。吉田高校同窓会顧問、安芸高田・広島陸協顧問、

JOC 委員を務める。美土里町出身者の会会長を 10 年、安芸高田市ふる

さと応援の会会長を 6 年務める。 
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 アトラクション ダンス・ミニコンサート                         
 
◆フラダンス 広島県立向原高等学校ダンス部 

  ①メカナニ・アウ・カウポ  ②ミスター・ホノルル 

 

 

 

  

 

◆ミニコンサート 真木 洋介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本 名 牧原 克彦 

出身地 広島県安芸高田市吉田町 

出身校 吉田高校、日本大学法学部 

趣 味 ゴルフ、旅行、映画鑑賞 

 

※愛郷小学校の校歌を作詞・作曲 

 

向原高校のフラダンスは、2011年、東北大震災をきっかけに、福島県立勿来（なこそ）工業高

校との交流から始まりました。この交流を通じて、私たち高校生でも、人に寄り添い、復興のため

にできることがある、ということを学びました。震災復興の願いは、やがて向原町を中心とした地

域の方々との交流へと広がり、年間 20回近く舞台を踏んでいます。 

・菅原洋一の内弟子としてラテン、タンゴ、シャンソン等 

学ぶ 

・昭和４５年東芝レコードより「夜が流れる」でデビュー 

・NHKオーディション合格、TBS歌のグランドチャンピ

オン、TV,ラジオ等出演 

・日本各地はもとよりパリ、ローマ、マドリード、ハワイ、

ロス、ニューヨーク、ソウル、台北、上海、北京、シン

ガポール、バンコク等公演。マドリードでは日本のフリ

オと賞される。 

・広島の願いを世界へと「一本の鉛筆」を唄い続ける 

・現在 FMラジオ「扇ひろ子と真木洋介の生きがいラジオ」

を毎週日曜夜出演続けています 

・ホテルのディナーショー、ライブハウスのコンサート、

カラオケ大会のゲスト等イベントに出演中 

・＜代表曲＞一本の鉛筆、サバイ・サバイ、愛の迷路、バ

イヤコンディオス東京他 

・＜リパートリー＞慕情、愛の讃歌、アメージンググレー

ス、マイウェイ他 
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平成 31 年 4 月開校 愛郷小学校（吉田町） 可愛小・郷野小が統合                            
 
 

 
 
 
 
 
 

 
平成 30 年４月開校 甲田小学校（甲田町）  小田小・小田東小・甲立小が統合                   

 

 
 

 
 
 
 
 

 

平成 30 年４月開校 八千代小学校（八千代町） 刈田小・根野小が統合                    
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あなたと生きるこの町で 

 

 

１ 歴史の思いに身を寄せて   仰ぐ緑の郡山 

三矢の 訓
おしえ

刻みつつ      湧永庭園、花しょうぶ 

心に残る温かさ       この故郷に夢を託し 

あなたと生きるこの町で 

 

２ ダムの桜に安らぎを     高宮湯の森にのんびりと 

神楽の里に酔いしれて    高き希望
の ぞ み

に思いやり 

人の情
なさけ

のひびき合い     この故郷に思いをはせ 

あなたと生きるこの町で 

 

    ３ ♪             ♪           

      ♪             安芸高田市
わ が ふ る さ と

は絆の町 

百万一心育む町       この故郷に夢を拓
ひろ

げ 

あなたと生きる、この町で、 この故郷に夢を託し 

あなたと生きる、この町で 
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